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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 体外循環は，末梢血管抵抗の減少，使用血液削減な

どの目的で，ヘマトクリット値を約20％に希釈して施

行されている．しかしこのために膠質浸透圧が低下し，

各種臓器に浮腫が生ずる．これに対し体外循環に限外

濾過を憐用して水分負荷を軽減させようとする試みが

なされている．今回限外濾過の併用が開心術後の経過

にどのような影響を及ぼすか，主に末梢循環の面から

血清ピルビン酸，乳酸値を測定して検討した．

 対象および方法

 対象は当科で施行された成人の開心術症例中心房中

隔欠損閉鎖術（以下ASDと略す）9例，冠動脈バイパ

ス術（以下ACBGと略す）11例，僧帽弁置換術（以下

MVRと略す）11例の計31例で，これらを限外濾過を施

行したS群と非施行のC群とに分けた．

 限外濾過は体外循環中から施行し，体外循環後には

回路内希釈血を濃縮して返血した．

 心機能については，心係数をACBGとMVRとで

測定し，左房圧をMVRで測定した．

 血清ビリルビン酸，乳酸値は体外循環前，中，終了

直後，2時間後，8時間後，24時間後に測定した．

 結果

 限外濾過量は平均1，930mlであった．体外循環総・ミ

ラソス（体外循環中の血液水分総出納）では限外濾過

を併用したS群の方が低値を示し，特にASDではS

群の方が有意に（p＜0。05），しかもマイナスバランス

となった．

 心機能では差は認められなかった．

 血清ピルビソ酸，乳酸値は体外循環終了直後または

2時間後を最高値として漸減した．ASDでは体外循環

終了直後からS群の：方が低値を示し，特に体外循環終

了2時間後のピルビソ三値（p＜0．05），8時間後のピ

ルビソ二値（p＜0．01），8時間後の乳酸値（p＜0．05）

はS群C群間に有意差が認められた．ACBG， MVR

では有意差は認められなかった．

 考察

 体外循環時間が短く，心機能の良好なASDでは限

外濾過を併用して十分に除水することができた．この

ため体外循環総・ミランスはマイナスとなり，血清ピル

ビン酸，乳酸値は有意に低下し，良好な末梢循環を保

つことができたと考えられた．これに対し体外循環時

間が長く，心機能も低下した症例の多いACBG， MVR

では体外循環からの離脱に際し適切な容量負荷が必要

となる．従って限外濾過により体外循環総バランスを

減少させるのに困難な場合が多く，末梢循環の改善が

得られなかったと考えられた．

 結論

 体外循環に限外濾過を併用して体外循環後の末梢循

環の改善を得るには，体外循環総バランスをマイナス

にするなど十分な水分負荷の軽減が必要と考えられ
た．
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論 文 審 査 の 要 旨

 開心術の基礎となる体外循環において，血管外に細胞間質液が漏出し，心臓を含む各種臓器に浮腫を生ずる．

本研究は限外濾過の併用により末梢循環が改善されることをピルビン酸，乳酸値の低下より確認したもので臨

床上価値ある研究である．
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